
日
米
経
済
摩
擦
と
日
本
農
業

　
　
　
－
食
糧
生
産
の
現
状
と
前
川
レ
ポ
ー
ト
ー

小
　
　
島

彰

（101）　目米経済摩擦と目本農業

　
　
　
第
一
節
は
じ
め
に
ー
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
＾
1
〕

　
日
米
経
済
摩
擦
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
カ
ラ
ー
T
V
・
鉄
鋼
、

七
〇
年
代
の
自
動
車
、
そ
し
て
八
○
年
代
に
か
け
て
の
半
導
体
と

本
格
化
し
て
き
た
。
現
段
階
に
お
い
て
は
農
産
物
貿
易
を
め
ぐ
る

日
米
間
の
摩
擦
が
焦
点
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
の
課
題
は
戦
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

日
本
農
葉
及
ぴ
食
糧
生
産
の
か
か
え
る
間
題
点
を
農
産
物
貿
易
摩

擦
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
前
川
レ
ポ
ー
ト
の
い

、
つ
「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
農
業
政
策
」
の
も
つ
意
味
を
問

い
直
す
こ
と
に
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
に
日
米
間
で
経
済
摩
擦
が
激
化
し
て
き
た

理
由
の
一
つ
は
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
の
特
質
に

根
本
的
原
因
を
も
つ
。
と
い
う
の
は
、
六
〇
年
代
の
高
度
成
長
の

過
程
で
定
。
型
し
た
新
鋭
重
化
学
工
業
が
、
低
廉
な
労
働
カ
、
安
価

な
食
料
、
下
請
け
H
系
列
化
と
徹
底
的
な
合
理
化
を
基
礎
と
し
た

国
際
競
争
カ
を
背
景
に
鉄
鋼
・
電
気
・
自
動
車
を
中
核
と
し
て
集

中
的
な
対
米
輸
出
を
強
行
し
、
ア
メ
リ
カ
の
産
業
を
掘
り
崩
し
て

対
日
貿
易
赤
字
が
増
大
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
日
本
は
貿
易
黒
字
が
累
積
し
、
い
ま
や
「
黒
字
大

国
」
と
し
て
国
際
的
非
難
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
大
な
こ
と
は
力
一
7
1
T
V
、
自

動
車
、
半
導
体
等
の
貿
易
黒
字
の
見
返
り
と
し
て
、
日
本
の
農
産

物
輸
入
制
限
解
除
が
ア
メ
リ
カ
及
び
他
の
諸
国
か
ら
激
し
く
要
求

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
局
面
で
は
日
本
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政
府
と
政
策
当
局
者
、
財
界
が
こ
の
要
求
に
呼
応
し
、
輸
入
制
隈

の
枠
緩
和
、
あ
る
い
は
解
除
が
現
実
間
題
と
し
て
論
議
さ
れ
、
日

本
農
業
は
い
わ
ぱ
「
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
」
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
三
〇
％
そ
こ
そ
こ
の
穀
物
自
給
率
で
小
麦
・
大
豆
の
ほ
と
ん
ど

を
外
国
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
に
自
給
率
が
低
下
し
た
今

日
、
食
料
を
外
国
に
依
存
す
る
こ
と
は
国
民
経
済
の
自
立
性
、
経

済
自
主
権
の
放
棄
に
つ
な
が
り
、
食
料
の
安
定
供
給
を
農
産
物
国

際
需
給
の
不
安
定
な
渦
に
委
ね
、
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

す
る
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
の
支
配
を
許
容
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
し
か
る
に
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
圧
カ
に
お
い
て
は
国
家
貿
易
品

目
の
コ
メ
す
ら
も
「
聖
域
」
で
は
な
い
と
す
る
強
行
布
陣
が
し
か

れ
、
日
本
の
財
界
か
ら
も
「
農
業
過
保
護
論
」
が
積
極
的
に
主
唱

さ
れ
る
情
勢
に
あ
っ
て
、
「
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
農
政
の
基
本

方
向
」
（
一
九
八
六
年
一
一
月
）
と
「
新
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
の
基

調
に
は
「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
農
業
政
策
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
適
切
な
輸
入
政
策
・
内
外
価
格
差
の
縮
小
、
農
業
経
営
の

高
生
産
性
・
効
率
性
、
さ
ら
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
が
意
図

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
農
業
は
産
業
と
し
て
の
自
主
性
・
自
立
佳
を

め
ぐ
っ
て
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

で
こ
れ
ま
で
の
農
業
政
策
と
そ
の
基
本
的
方
向
を
再
検
討
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
は
か
か
る
課
題
を
、
わ
が
国
に

お
け
る
穀
物
自
給
率
の
低
下
と
農
産
物
輸
入
（
第
二
節
）
、
日
本

に
お
け
る
農
業
政
策
の
変
遷
（
第
三
節
）
、
農
産
物
輸
入
圧
カ
と

農
政
審
答
申
H
前
川
レ
ポ
ー
ト
（
第
四
節
）
、
結
び
（
第
五
節
）

の
順
序
で
考
察
す
る
。

（
1
）
　
日
米
経
済
摩
擦
の
構
造
を
戦
後
世
界
資
本
主
義
の
ア
メ
リ
カ
主

　
導
の
再
編
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
た
論
稿
と
し
て
は
、
関
下
稔
著

　
『
世
界
経
済
諭
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）
の
第
＝
二
章
「
目
米
貿

　
易
1
1
経
済
摩
擦
の
基
本
構
造
」
が
新
鮮
な
視
覚
を
提
示
し
て
い
る
。

　
ほ
か
に
、
北
田
芳
治
編
『
貿
易
摩
擦
と
経
済
政
策
』
（
大
月
書
店
、

　
一
九
八
三
年
）
が
各
産
業
分
野
ご
と
に
摩
擦
の
内
容
を
展
開
し
て
お

。
り
、
必
読
に
値
す
る
。

（
2
）
　
現
代
目
本
の
農
業
問
題
全
般
を
対
象
と
し
概
説
書
に
は
東
井
．

　
曄
峻
・
常
磐
・
久
野
編
『
現
代
日
本
の
農
業
問
題
』
、
『
現
代
日
本
農

　
業
論
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
九
八
六
年
）
が
あ

　
る
。
ま
た
、
農
業
危
機
克
服
の
論
理
を
企
図
し
た
労
作
、
川
相
一
成

　
『
危
機
に
お
け
る
目
本
農
政
の
展
開
』
（
大
月
書
店
、
一
九
七
九
年
）

　
も
参
照
。

（
3
）
　
日
本
の
農
菜
政
策
と
農
糞
問
題
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
井
野

　
隆
一
『
現
代
資
本
主
義
と
農
業
問
題
』
（
大
月
書
店
、
一
九
七
五
年
）
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（103）　日米経済藤擦と目本農業

（単位：％〕〈表1〉 食用農産物の自給率の推移

S．35
年度

S．40 S．45 S．50 S．54 S．55 S．56 S．5ア S．58
（概算）

91 83 79 76 74 70 70 71 70 

~: 
~
i
 

83 61 48 43 35 29 31 31 30 

5i~ 
~
l
~
 

102 95 1 06 llO l07 87 92 93 94 
/J¥ ~

 
39 28 9

 
4
 

9
 

lO 10 12 11 

~: 
~
i
 

44 25 13 9
 

8
 

7
 

7
 

9
 

7
 

5 i~;k~~L~ 28 ll 4
 

4
 

4
 

4
 

5
 

5
 

4
 

~P ~{~ lOO lOO 99 99 97 97 97 96 96 
~~~ 

~
;
 

lOO 90 84 84 86 81 77 79 81 

~~ 
~
~
 

101 lOO 97 97 98 98 97 98 98 

~~L~L~!~**~ 89 86 89 82 87 86 84 85 86 
F
~
 

~~: 91 90 8.9 77 80 81 80 80 80 

5 ~~F~l 96 95 90 81 69 72 75 71 70 

E~~ 
~
~
 

96 lOO 98 86 - 90 87 86 87 85 

~ ~~ 18 30 23 16 24 29 28 31 30 

出所　農林水産省〔食料需給表〕による。

が
あ
る
。

第
二
節

わ
が
国
に
お
け
る
穀
物
自
給
率
の
低
下
と
農
産

物
輸
入

　
本
節
で
は
、
穀
物
自
給
率
の
現
状
を
日
本
と
主
要
先
進
国
と
の

対
比
に
お
い
て
考
察
し
た
い
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
穀
物
生
産
の
現
状
は
、
自
給
率
に
顕
著
に
表

さ
れ
て
い
る
。
〈
表
1
〉
の
「
食
用
農
産
物
の
自
給
率
の
推
移
」

で
み
る
と
、
昭
和
三
五
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
総
合
で
二
一
％

低
下
し
、
穀
類
で
は
五
三
％
の
低
下
と
い
う
異
常
な
低
さ
を
示
し

て
い
る
。
特
に
著
し
い
の
は
小
麦
・
大
豆
の
自
給
率
で
あ
り
、
昭

和
五
八
年
の
概
算
で
そ
れ
ぞ
れ
十
一
％
、
四
％
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
七
〇
年
代
「
総
合
農
政
」
以
降
、
外
国
か
ら
の
輸
入
に

完
全
に
依
存
す
る
体
制
に
転
化
し
た
。
ま
た
、
野
菜
・
果
実
・
鶏

卵
等
は
比
較
的
高
い
自
給
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
基
本
法
農

政
の
「
選
択
的
拡
大
」
に
よ
る
成
果
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
果
実
に
つ
い
て
は
そ
の
多
く
が
み
か
ん
裁
培
で
あ
り
、
今

後
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
オ
レ
ン
ジ
等
の
輸
入
圧
カ
が
一
層
強
ま
る

だ
け
に
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
。

　
次
に
、
主
要
国
の
自
給
率
を
調
ぺ
て
み
よ
う
。
〈
表
2
〉
の
「
主
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（単位：％〕〈表2〉　主要国の穀物自給率の推移

日　本
イギリ 西ドイ

スイス
オラン フヲン イタリ アメリ

ツ ダ ス ア 力
カナダ

ス

1960 82 53 84 38 34 119 72 134 168

65 62 62 67 30 37 136 71 132 180

70 46 59 70 30 28 141 72 111 132

75 40 64 80 35 23 152 74 174 171

80 33 96 90 36 27 1η 75 149 281

81 33 10卑 88 38 28 170 80 186 220

82 33 111 95 39 31 179 80 183 222

出所　農林水産省〔食料需給表〕，0ECD“Food　Con昌umption　Statistios”

要
国
の
穀
物
自
給
率

の
推
移
L
で
は
フ
ラ

ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
等
の
農
業
国

を
別
と
す
れ
ば
、
日

本
の
穀
物
自
給
率
三

十
三
％
と
い
う
数
字

は
き
わ
だ
っ
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
当
時
の

主
要
国
の
自
給
率
は
、

日
本
八
二
％
、
イ
ギ

リ
ス
五
三
％
、
西
ド

イ
ツ
八
四
％
で
、
低

く
は
な
か
っ
た
。
そ

の
後
の
経
過
の
詳
し

い
検
討
は
次
節
に
譲

る
と
し
て
も
、
イ
ギ

　
＾
↓

リ
ス
が
国
策
と
し
て

農
業
の
保
護
・
百
成

に
カ
を
入
れ
た
の
に

対
し
て
、
日
本
は
ま
っ
た
く
逆
に
安
易
に
輸
入
に
切
り
替
え
て
い

っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
「
各
国
の
食
品
類
別
自
給
率
」
を
表
し
た
も
の
が
〈
表

3
〉
で
あ
る
。
い
も
類
・
肉
類
・
卵
類
は
各
国
と
も
平
準
化
し
て

い
る
が
、
豆
類
・
果
実
類
で
不
均
等
が
存
在
す
る
。
一
九
八
五
年

段
階
で
、
ア
メ
リ
カ
は
世
界
の
小
麦
の
約
二
二
％
、
約
六
六
〇
〇

万
ト
ン
を
生
産
し
、
ま
た
、
大
豆
の
五
七
％
、
五
七
〇
〇
万
ト
ン

を
生
産
し
て
、
日
本
・
イ
タ
リ
ァ
・
西
ド
イ
ツ
等
へ
輸
出
し
て
い

る
o　

以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
自
給
率
は
き
わ
だ
っ
て
低
い
が
、

「
国
民
一
人
当
り
で
み
た
穀
物
生
産
量
は
（
F
A
O
の
八
○
～
八

二
年
平
均
で
一
ニ
ハ
キ
ロ
、
米
は
も
み
で
計
算
）
は
、
飢
餓
で
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

↓
む
ア
フ
リ
カ
（
二
ニ
キ
ロ
）
を
す
ら
下
ま
わ
る
」
。
「
カ
目
リ

ー
べ
ー
ス
で
み
た
食
糧
全
体
の
自
給
率
（
同
じ
く
F
A
O
の
八
O

年
の
数
値
で
五
七
％
）
も
、
先
進
国
平
均
（
一
〇
七
％
）
は
も
と

よ
り
、
途
上
国
平
均
中
、
じ
つ
に
二
三
ハ
位
と
い
う
驚
く
べ
き
位

置
に
あ
る
」
ほ
ど
の
異
常
さ
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
米
以
外
の
自
給
率
が
極
端
に
低
下
し
て
い

る
状
況
の
も
と
で
、
国
民
の
食
糧
を
ま
か
な
う
た
め
に
は
必
然
的

に
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
〈
表
4
〉
は
「
主
要
農
産
物
の
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（105）　圓米経済摩擦と圓本農業

　　　　　　　　　　　　＜表3〉 各国の食晶類別自給率

年度 穀　類 いも類 豆　類 野菜類 果実類 肉　類 卵 類

カ　ナ　ダ 1978 183 83 ア9 68 31 100 100

フランス 78 170 104 69 93 72 92 97

西ドイツ 78 90 88 17 33 41 86 77

イタリア 78 73 96 99 118 119 76 95

オヲンダ 78 39 232 8 195 35 189 245

イギリス 78 η 96 81 79 23 71 100

アメ　リ　カ 78 162 110 142 99 95 97 102

目 本 83 31 96 7 96 81 80 98

出所：OECD［Food　C乱n5umpt1on　St日tistics1螂＿1978］に」＝る。
注1）穀物は，食用穀物（小麦，ライ菱，米およぴその他の食用穀物〕およぴ粗粒穀物（犬菱，オート麦，と

　　　うもろこL。ソルガム，ミレットおよぴその他の雑穀〕の合計であり，日本の大麦は操麦をふくむ。

　2〕豆類は，パルス，藩花生、樹種実1ナヅツ類の合計であO　I大豆は含んでいない。ただL、目本は舎む

　3）いも類は，ぱれいLエ，かんLよ、およぴぼれいLよ澱粉の合針である。

輸
入
状
況
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
輸
入
額
に
占
め
る
農
産

物
輸
入
の
割
合
は
二
二
％
、
な
い
し
は
一
四
％
で
ほ
ぽ
横
ぱ
い
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
産
物
の
輸
入
額
は
年
々
漸
増
の
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
政
府
の
抜
本
的
方
策
な
し
に
は
こ
の
傾
向

は
お
そ
ら
く
今
後
と
も
続
く
も
。
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
各

項
目
を
み
る
と
、
と
う
も
ろ
こ
し
・
グ
レ
ー
ン
ソ
ル
ガ
ム
と
肉
類

が
増
大
基
調
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
う
も
ろ
こ
し
の
輸
入
が

増
大
し
て
い
る
の
は
、
基
本
法
農
政
の
選
択
的
拡
大
に
そ
っ
た
畜

産
経
営
の
進
展
に
伴
う
飼
料
用
穀
物
と
し
て
需
要
が
増
加
し
た
か

ら
で
あ
る
。

　
で
は
、
わ
が
国
は
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
ど
こ
か
ら
輸
入
し
て
く

る
の
だ
ろ
う
か
。
〈
表
5
〉
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
カ
ナ
ダ
が
主
な
農
産
物
輸
入
先
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
昭
和
五
九
年
度
で
み
て
も
農
産
物
合
計
に
し
め
る
ア
メ

リ
カ
の
シ
ェ
ァ
は
な
ん
と
四
〇
％
強
で
あ
る
。
ま
た
、
大
豆
・
と

う
も
ろ
こ
し
は
九
〇
％
以
上
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
小
麦
・
ソ
ル
ガ
ム
グ
レ
ー
ン
・
牛
肉
も
三
〇
％
か
ら
五

〇
％
ほ
ど
を
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
主
要
農
産
物
の
多
く
を

ア
メ
リ
カ
一
国
に
こ
れ
ほ
ど
の
シ
ニ
ア
で
依
存
す
る
こ
と
は
先
進

国
の
な
か
で
も
特
異
で
あ
り
、
安
定
的
な
食
糧
の
確
保
と
い
う
点
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で
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。

　
穀
物
を
軸
と
し
た
農
産
物
の
輸
入
拡
大
が
進
行
し
、
そ
の
多
く

を
ア
メ
リ
カ
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
の
安

保
条
約
改
訂
後
の
「
日
米
経
済
協
カ
」
路
線
に
よ
る
「
貿
易
自
由

化
」
1
1
開
放
体
制
後
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
小
麦
は
六
〇
年
代
に

は
二
〇
〇
万
ト
ン
が
、
七
〇
年
代
に
は
四
〇
〇
万
ト
ン
か
ら
五
〇

〇
万
ト
ン
、
八
○
年
代
は
ほ
ぼ
六
〇
〇
万
ト
ン
に
急
増
し
て
く
る
。

小
麦
の
増
犬
に
は
国
民
の
米
食
か
ら
パ
ン
食
へ
の
嗜
好
の
変
化
が

あ
り
、
国
内
産
の
小
麦
は
パ
ン
の
製
造
に
は
向
い
て
い
な
い
と
い

う
事
情
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
の
食
糧
の
か
な
り
の
部
分
が
ア
メ
リ
カ
の
支

配
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
に
よ
り
も
日
本
の
農

（単位：1000トン。 100万ト．ル）

　　　1983年

数量金額
　　　126393．1

　　　16672．5

5816　1126．3

4995　1375．4

1ア658

546

2535．6

1456．2

　0．13

　　　1984年

数量金額
136503．0

18634．8

5978

4515

18648

5η

113．9

1447．2

2967．9

1551．7

　0．14

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

産
物
輸
入
拡
犬
が
、
ア
人
リ
カ
の
過
剰
農
産
物
の
は
け
口
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
六
〇
年
代
の
ド
ル
防
衛
へ
の
協
カ
と
い
う
世
界

戦
略
の
も
と
に
進
め
ヶ
れ
て
き
た
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
さ
ら
に
日
本
の
穀
物
生
産
の
中
核
を
な
す
米
に
た
い
し
て
も
輸

入
圧
カ
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
今
日
の
現
状
で
あ
る
。
穀
物
自

給
率
が
七
〇
％
を
か
ろ
う
じ
て
維
持
し
て
い
る
の
は
、
食
管
制
度

に
保
護
さ
れ
た
米
作
に
よ
る
が
、
こ
の
最
後
の
條
塁
に
対
す
る
農

業
政
策
を
中
心
に
次
節
に
て
検
討
し
よ
う
。

　
（
1
）
　
E
C
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
前
掲
智
東
井
・

（単位：千｝：・，百万ドル，％〕

~!~ ~~i ~tl 59 ~~ ~~ 

Sl ;1:L7 ~C~~: ~~~i ;l 
s 7 

41.5 7690.7 41.3 

8.3 1675.7 9.0 

93.0 4181.0 1333.2 92,l 

5 .8 308.0 103.9 7.2 

93.0 13737.0 2240.7 97.0 

7.0 l0.0 l.6 0,l 

56.4 3433.0 613.6 55,l 

27.5 1485.0 314,3 28.2 

21.7 1860.0 264.7 40.3 

74.4 1613.0 242.8 37.0 

61.0 92.0 268.7 58.9 

32.7 42.3 153.2 33.6 

23.8 22.9 86.3 12.1 . 

25.5 29.6 108.3 15.2 
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（107）　日米経済摩擦と日本農業

〈表4〉　主要農産物の輸入状況

1960年 19アO年 1975年 1980年

数量金額 数盤金額 数盤金額 数量金額

総輸入額（A） 4491．1 18881．2 57863，1 140527．7

農産物輸入額（B） 1728．7 4198．O 11211，7 17622．5

うち　小　麦 2678176．9 4685　318．4 56541117．O 56821229．3

大　　豆 1128　107．4 3244365．8 3334940．3 44011310．2

とうもろこし及び
グレーンソルガム

1399　83．4 9791637．3 112641678．6 170482644．2

肉　類 30　11．O 204　124．1 369578．0 4431215，7

構成比（B）！（A） 0．38 0．22 0．19 0．13

出所　大蔵省〔目本貿易統計〕

＜表5〉　主な農産物輸入先

R~i ~1 57 ~F ~~ R~ ~1 58 ~P 

~~~: ~~~{: ~1,s7 ~~~~ ~~~i 
7 / l' fa 16264.3 39.6 6914.4 

;~-;~ h s? l) 7 1677.7 l0.3 1382.7 

;~ ~: 7 / l) ;!1 4196.0 1 107.6 95.8 4646,0 1278.6 

~ ~I ll2.0 36.4 3.2 288.0 79.3 

~,~bc~ 7 f I) ;~ 10956.0 1466.2 80. l 13438.0 1936.0 

~~ 77',;~ 2398.0 330.4 18.0 l030.0 148.7 

/J' ~~ 7 / ') ;~ 3417.0 6s0.3 58.0 3348,0 635.1 

fa 7f ~t 1309.0 285.4 25.5 1486.0 309.4 

y /V ;If A 7 / I) ;~ 2180.0 281.6 63.3 656.0 90.3 

r t/ - :l 7 )~ ~i y ~ ~ 835.0 l06.2 24.0 2189.0 310.0 

~ F~l ;t-;~h7-lJ7 86.2 237.8 60.8 91.1 272.6 

7 / i) ;!1 32.4 137.4 35.1 38.2 146.0 

E~ F:~ 7 1 l) ;t, 33.3 143.7 26.3 35.4 153.3 

~' ~ f 44.0 174.9 32.0 41.8 164.3 

出所　犬蔵省〔通関統計〕
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陣
峻
・
常
磐
・
久
野
編
『
現
代
目
本
農
業
諭
』
第
八
章
を
参
照
。

（
2
）
　
井
野
隆
一
「
ア
メ
リ
カ
農
業
危
機
の
新
局
面
」
（
『
経
済
』
第
二

　
五
五
号
、
新
目
本
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
、
二
六
〇
貢
。

（
3
）
　
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
農
産
品
を
輸
出
産
業
の
軸
に
し
て
大
規
襖

　
な
資
本
制
農
業
を
展
開
し
、
生
産
カ
水
準
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
。
詳

　
し
く
は
井
野
隆
一
、
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
農
業
危
機
の
新
局
面
」
を
参
照
。

第
一
一
一
節
　
日
本
に
お
け
る
農
業
政
策
の
変
遷

　
本
節
で
は
ま
ず
第
一
に
、
戦
後
日
本
の
農
業
政
策
を
振
り
返
り
、

第
二
に
、
日
本
農
業
の
中
核
に
位
置
す
る
米
作
に
つ
い
て
考
察
す

る
。

　
日
本
に
お
け
る
農
業
政
策
の
諸
画
期
は
、
第
一
に
農
地
改
革
と

復
興
期
、
第
二
に
六
〇
年
代
の
塞
本
法
農
政
期
、
第
三
に
七
〇
年

代
の
総
合
農
政
期
、
現
段
階
の
八
○
年
代
に
わ
け
ら
れ
る
。

　
戦
後
日
本
農
業
の
出
発
点
は
、
一
九
四
六
－
四
九
年
に
か
け
て

　
　
　
＾
1
）

の
農
地
改
革
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
戦
前
の
半
封
建
的
地
主

的
土
地
所
有
を
解
体
す
る
が
、
他
方
で
は
三
町
歩
以
上
の
経
営
を

原
則
的
に
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
典
型
的
な
日
本
の
零
紬
農

耕
を
一
層
小
粒
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
零
細
地
片
で
あ

り
な
が
ら
も
農
民
の
小
土
地
所
有
u
小
経
営
が
成
立
し
、
そ
の
後

の
農
業
生
産
カ
発
展
の
基
盤
を
形
成
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
時
期
に
は
新
物
価
体
系
、
傾
斜
生
産
方
式
、
ド
ッ
ジ
ニ
7
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

ン
と
い
う
対
米
従
属
的
な
日
本
資
本
主
義
復
興
の
基
本
線
が
ひ
か

れ
、
農
業
も
低
賃
金
1
－
低
米
価
強
権
出
と
い
う
蓄
穣
源
泉
の
役
割

を
担
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
初
頭
は
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
を
基
礎
に
工
業

生
産
、
農
業
生
産
と
も
に
ほ
ぽ
戦
前
水
準
を
回
復
し
て
く
る
。
そ

し
て
、
五
五
年
ま
で
の
期
間
は
第
n
部
門
（
消
費
手
段
生
産
部

門
）
が
主
導
的
に
展
開
し
、
稲
作
を
中
心
と
す
る
食
糧
生
産
は
年

率
五
％
前
後
の
成
長
率
で
躍
進
す
る
の
で
あ
る
。

　
五
五
年
似
降
、
第
－
部
門
（
生
産
手
段
生
産
部
門
）
が
「
設
備

投
資
が
設
備
投
資
を
呼
ぶ
」
か
だ
ち
で
急
速
に
発
展
し
、
日
本
資

本
主
義
の
璽
化
学
工
業
化
が
達
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
農

業
生
産
は
成
長
率
が
鈍
化
し
・
国
民
所
得
に
占
め
る
農
業
所
得
の

割
合
も
低
落
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
「
高
度
経
済
成
長
政
策
」
に

即
応
し
た
農
業
政
策
で
あ
る
農
業
基
本
法
（
一
九
六
一
年
）
に
よ

る
「
構
造
農
政
」
が
推
進
さ
れ
る
。
こ
の
「
構
造
農
政
」
で
は
土

地
基
盤
整
備
と
近
代
化
施
設
を
基
軸
と
し
た
農
業
の
構
造
改
善
が

押
し
進
め
ら
れ
、
米
麦
か
ら
畜
産
・
果
樹
・
野
菜
等
の
選
択
的
拡

大
が
推
奨
さ
れ
る
。
だ
が
、
貿
易
自
由
化
が
促
進
さ
れ
、
犬
量
の
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（109）　日米経済摩擦と目本農業

食
糧
輸
入
依
存
体
制
が
定
着
し
、
国
内
で
は
農
業
補
助
が
切
り
詰

め
ら
れ
、
食
糧
の
増
産
H
自
給
体
制
が
切
り
崩
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
と
り
わ
け
小
麦
・
と
う
も
ろ
こ
し
そ
の
他
の
飼
料
作
物
の
輸

入
急
増
に
よ
っ
て
、
畑
作
や
水
田
の
裏
作
と
し
て
経
営
し
て
い
た

小
麦
・
雑
穀
・
大
豆
等
の
都
門
が
決
定
的
な
後
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
っ
た
。

　
七
〇
年
代
は
「
高
度
成
長
」
矛
盾
が
顕
在
化
し
始
め
、
世
界
的

に
も
ア
メ
リ
カ
を
盟
主
と
す
る
資
本
主
義
体
制
が
再
編
を
追
ち
れ

る
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
「
総
合
農
政
」
は
、
六
七
年
に

一
四
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
米
の
過
剰
問
題
の
処
理
を
め
ぐ
る
食

管
制
度
の
見
直
し
、
農
業
の
一
層
の
合
理
化
、
土
地
と
労
働
力
の

流
動
化
が
そ
の
政
策
の
支
柱
と
し
て
定
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
「
総
合
農
政
」
期
は
、
自
主
流
通
米
・
生
産
者
米
価
据
置

（
六
九
年
）
、
稲
作
の
減
反
（
七
〇
年
）
、
政
府
に
よ
る
米
の
買
い

上
げ
制
度
（
七
一
年
）
と
、
食
管
制
度
の
根
幹
ま
で
追
る
改
悪
と

米
作
減
反
政
策
を
遂
行
し
、
農
産
物
の
自
由
化
・
輸
入
拡
大
を
促

進
し
て
い
く
点
に
こ
の
時
期
の
特
徴
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
農
政
審
答
申
「
八
○
年
代
の
農
政
の
基
本
方
針
」

（
一
九
八
O
年
十
月
）
と
そ
の
報
告
書
「
『
八
○
年
代
の
農
政
の
基

本
方
向
』
の
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
日
米
安
全
保
障
体
制
を
前

提
と
し
た
軍
事
・
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
総
合
安
金
保
障
の
一

環
と
し
て
農
業
を
捉
え
る
食
糧
安
全
保
障
論
が
支
柱
を
な
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
国
民
の
食
生
活
の
安
定
的
確
保
を
目
標

と
し
て
掲
げ
、
そ
の
た
め
に
総
含
的
な
食
糧
自
給
カ
の
強
化
が
う

た
わ
れ
、
担
い
手
の
育
成
、
農
地
確
保
、
生
産
性
向
上
が
方
針
と

さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
食
糧
安
全
保
障
論
や
自
給
カ
強
力
が
政
策

と
し
て
登
揚
し
た
背
最
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
と
食
糧
危

？
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

機
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
七
三
年
の
大
豆
・
ナ
タ
ネ
等
の
輸

出
禁
止
、
七
五
年
の
ア
メ
リ
カ
港
湾
労
働
者
の
輸
出
穀
物
積
荷
禁

止
、
八
○
年
の
対
ソ
穀
物
輸
出
禁
止
、
そ
し
て
世
界
的
な
穀
物
不

作
で
あ
る
。

　
八
○
年
答
申
と
は
明
確
な
政
策
上
の
転
換
を
伴
う
八
六
年
の
農

政
審
答
申
の
検
討
は
、
次
節
に
ま
わ
し
て
、
こ
れ
ら
の
対
米
従
属

的
な
農
政
の
帰
結
を
概
括
的
に
小
括
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

　
第
一
に
、
滅
反
政
策
と
食
管
制
度
の
改
悪
に
つ
い
て
。
昭
和
四

三
年
産
米
が
一
四
四
五
万
ト
ン
を
記
録
し
、
過
剰
傾
向
が
明
確
に

な
っ
た
四
四
年
の
時
点
で
「
米
の
需
給
調
整
」
問
題
が
取
り
出
さ
、

れ
、
四
五
年
産
米
で
は
一
五
〇
万
ト
ン
以
上
の
滅
産
が
実
行
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
滅
産
u
滅
反
政
策
の
始
ま
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
有
主
流
通
米
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
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〈表6〉米の需給及ぴ政府持越在庫量の推移

第6号（110）・

生 産 需 要
10月末

水稲作付 水稲単収 生産量 水　　稲 国内消費 1人当た
政府持越

面稜 （水稲最） 仕向量 り供給量 在庫量
（千ha） （Kg／10a） （万トン） 作況指数 （万トン） （Kg／年）

（万トン）

30年 3044 396 1239 118 1128 11C．7 12

35年 3124 401 1286 108 1262 114．9 44

40年 3123 390 1241 97 1299 111．7 5
45年 2836 442 1269 103 1195 95．1 720

50年 2719 481 1317 107 1196 88．1 114

55年 2350 412 975 87 1121 78．9 666

60年 2318 501 1166 104
一 一

31

出所　農林水産省〔作付面被調壷〕，〔食料需給表〕。

る
。
自
主
流
通
米
制
度
は
食
管
赤
字
を
減
ら
す
た
め
の
方
策
で
、

農
家
か
ら
の
米
の
「
金
量
買
い
上
げ
」
と
い
う
食
管
制
度
の
根
幹

に
触
れ
る
改
悪
を
意
味
す
る
。
滅
産
の
開
始
の
際
に
は
、
政
府
と

農
業
団
体
と
の
交
渉
で
は
農
家
は
減
産
を
や
む
を
え
ず
了
承
し
、

か
わ
り
に
政
府
も
「
全
量
買
い
上
げ
」
を
約
東
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
以
降
、
「
全
量
買
い
上
げ
」
を
形
式
化
す
る
よ
う
な
食

管
制
度
改
悪
の
歴
史
が
続
く
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

自
主
流
通
米
が
全
流
通
量
の
四
割
を
占
め
、
政
府
米
さ
え
「
ブ
レ

ン
ド
米
」
と
し
て
こ
の
自
主
流
通
米
の
中
に
混
入
し
て
い
る
現
在
、

食
管
制
度
の
意
義
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
第
二
に
、
農
業
関
係
予
算
の
大
幅
削
減
に
つ
い
て
。
．
一
九
八
○

年
で
三
兆
一
〇
八
○
億
、
一
般
会
計
国
家
予
算
額
に
占
め
る
割
合

は
七
．
一
％
、
八
六
年
で
二
兆
四
九
三
〇
億
、
四
ニ
ハ
％
へ
減
少
。

一
九
七
〇
年
、
一
九
七
五
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
・
八
％
、
九
・

六
％
を
占
め
て
い
た
（
一
九
八
六
牛
度
『
農
業
白
書
附
属
統
計

表
』
）
。
農
業
関
係
予
算
額
か
ら
み
て
も
農
業
縮
小
傾
向
が
理
解
で

き
よ
・
フ
o

　
第
三
に
は
、
農
業
生
産
の
担
い
手
の
減
少
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『
八
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
』
で
み
る
と
、
総
農
家
数
は
五
五
年
調

査
と
比
ぺ
て
六
・
一
％
減
で
四
三
〇
七
万
六
〇
〇
〇
戸
、
農
家
人

438



（111）　目米経済摩擦と目本農業

（㎏〕（㎏）
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〈図1〉 米需給の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　515
　118．3　　1人1年当たリ傑給　　　　　　499　　　　　　P
　〆にk北　　純食料　　　　　　　　　　＾

椥∵㌻㍑・4、〔1学ヂ

　　エ／、。、、　ザにべ　ぎ、1、

μ一＼1，111た、、硝蒜・乱・
　380　　　　　　平年収最

　　　　1，445
　生産量

　　　＼
1，341

総需要量

余剰

　　　潜在生産量
1，395＿＿＿＿＿．．．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，375

　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　、、ユ・31レー1
　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　1，259
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．184　　　　　　　　　　　　1．196
　　　　　　　　　1，、、2，占≠・・1，。4

　1，089
　　　　　　余剰　　　　1．037
　　　　　　　　　　　　　　1．027
　　　　　　　　　　　　975

720

　　　　　　　　　　　666

古米持越量

　　　　　　　　　　　　　　　62

3637383940414243444546474849505152
年
度

　　　439

　　　　268

　　　　　　90

5354555657　5859

〔備考〕1）生産量は年産∴古米持越量は1O月末現在の数字である。

　　　2）生産量は「作物統計」による収穣量（59年産は10月15日現在，予想収種最
　　　　である），需要量は「食料需給表」による国内消費仕向量である。
（出所）「日本農業年鑑　1986』，90頁。
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口
は
七
・
一
％
滅
で
千
九
百
八
十
四
万
人
で
あ
る
。
ま
た
、
総
農

家
数
の
う
ち
八
五
・
七
％
は
兼
業
農
家
で
、
農
業
を
主
と
す
る
第

一
種
兼
業
農
家
は
七
七
万
五
〇
〇
〇
戸
、
兼
業
を
主
と
す
る
第
二

種
兼
業
農
家
は
二
九
七
万
五
〇
〇
〇
戸
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
と

し
て
第
二
種
兼
業
化
・
老
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
米
の
生
産
量
及
ぴ
作
付
面

積
は
横
ぱ
い
、
な
い
し
は
低
減
傾
向
に
あ
る
。
〈
表
6
v
・
〈
図
1
〉

は
そ
の
事
情
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
〈
図
1
〉
は
、
「
一
人
一
年

当
り
供
給
純
食
料
」
が
一
貫
し
て
低
下
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
水
稲
一
〇
a
当
り
平
年
収
量
」
は
一
貫
し
た
増
大
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
「
古
米
持
越
量
」
の
推
移
は
増
滅
の
落
差
が
顕
著
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
米
の
単
年
度
主
義
的
な
需
給
調
整
の
困
難
性
を
指
し

示
し
て
い
る
。
昭
和
五
五
年
か
ら
の
四
年
連
続
不
作
の
際
に
は
、

韓
国
米
輸
入
騒
動
に
ま
で
発
展
し
、
滅
反
強
制
の
矛
盾
と
政
府
の

需
給
見
通
し
の
背
さ
を
は
か
ら
ず
も
暴
露
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
次
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
農
業
生
産
の
現
状
の
厳
し
さ
に
加
え
、

ア
メ
リ
カ
の
輸
入
圧
力
と
い
う
情
勢
と
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
の

農
政
が
物
語
る
日
本
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
（
1
）
　
山
田
盛
太
郎
「
農
地
改
革
の
歴
史
的
意
義
」
『
山
田
盛
太
郎
著

　
　
作
集
第
四
巻
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。
講
座
派
の

　
立
場
か
ら
の
目
本
農
業
の
歴
史
的
把
握
を
試
み
た
文
献
と
し
て
は
、

　
保
志
惇
『
戦
後
目
本
資
本
主
義
と
農
業
危
機
の
構
造
』
（
お
茶
の
水

　
書
房
、
一
九
七
五
年
）
も
参
照
。

（
2
）
　
塩
沢
君
夫
・
後
藤
靖
編
『
戦
後
目
本
経
済
史
』
（
有
斐
閣
、
一

　
九
七
七
年
）
、
第
九
章
「
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
構
造
と
段
階
」
（
大

　
島
雄
一
）
も
参
照
。

（
3
）
　
一
九
七
三
年
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
当
時
の
世
界
的
な
農
産
物

　
価
椿
高
勝
の
中
で
輸
出
よ
り
も
大
切
な
の
は
ア
メ
リ
カ
国
昆
の
食
生

　
活
の
安
定
及
ぴ
イ
ン
フ
レ
の
防
止
で
あ
る
こ
と
を
言
明
し
、
日
本
に

　
も
大
豆
の
輸
出
禁
止
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
九
八
○
年
一
月
の
ソ

　
ピ
ェ
ト
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
対
抗
し
て
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領

　
は
対
ソ
穀
物
輸
出
禁
止
措
置
を
実
行
し
た
。
こ
の
場
合
、
食
糧
が
ア

　
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の
道
具
に
使
わ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
食
管
制
度
に
関
す
る
最
新
の
包
括
的
研
究
は
、
食
糧
政
策
研
究

　
会
編
『
日
本
の
食
糧
と
食
管
制
度
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
　
一
九
八

　
七
年
）
が
優
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
減
反
政
策
に
つ
い
て
は
、
梶
井
功
「
減
反
政
策
一
五
年
を
振
り

　
返
る
」
（
『
一
九
八
六
年
日
本
農
業
年
鑑
』
）
が
詳
し
い
。

第
四
節

農
産
物
輸
入
圧
カ
と
農
政
審
答
申
1
1

前
川
レ
ポ
ー
ト

　
こ
こ
で
は
第
一
に
、
日
米
貿
易
摩
擦
を
主
に
農
産
物
に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
の
市
場
開
放
要
求
と
の
関
連
で
考
察
す
る
。
第
二
に
、
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＾
1
）

日
本
農
業
の
将
来
を
指
し
示
す
「
農
政
の
基
本
方
向
」
－
1
「
前
川

レ
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
す
る
。
前
者
の
問
題
と
後

者
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
一
応
は
独
立
し
た
課
題
を
な
す
が
、
相
互
に

密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
の
提

言
に
は
日
米
安
全
保
障
体
制
を
根
本
前
提
と
し
た
政
策
が
色
濃
く

看
取
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
日
本
に
対
す
る
農
産
物
輸
出
圧
カ
の
背
景
に
は
、

第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
過
剰
、
第
二
に
、
「
集
中
豪
雨
的

輸
出
」
の
代
償
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
点
か
ら
い

え
ぱ
、
八
○
年
代
に
入
っ
て
世
界
的
に
農
産
物
の
過
剰
化
傾
向
が

あ
り
、
加
え
て
ア
メ
リ
カ
対
E
C
と
い
う
農
産
物
貿
易
戦
争
が
指

摘
で
き
る
。
E
C
は
も
と
も
と
は
輸
入
地
域
で
あ
っ
た
が
、
共
通

農
業
政
策
（
輸
入
課
徴
金
、
輸
出
補
助
金
）
に
よ
っ
て
国
内
の
自

給
率
を
高
め
、
安
値
輸
出
増
大
を
推
進
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
と

E
C
は
こ
の
輸
出
補
助
金
政
策
を
巡
っ
て
対
立
し
て
い
る
と
同
時

に
、
高
金
利
・
ド
ル
高
に
よ
る
国
際
競
争
カ
の
弱
化
か
ら
、
日
本

へ
の
輸
出
拡
犬
が
死
活
的
な
重
要
問
題
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
対
日
貿
易
赤
字
が
五
〇
〇
億
ド
ル
（
一
九
八
六
年
）

に
も
の
ぽ
る
現
在
、
対
日
強
行
論
が
い
わ
れ
る
の
は
ア
メ
リ
カ
側

の
論
理
と
し
て
は
必
然
的
に
出
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
市
場

開
放
圧
力
は
、
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
・
一
二
品
目
（
ト
マ
ト
加
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

品
・
落
花
生
・
薙
豆
）
の
完
全
自
由
化
を
要
求
す
る
に
至
っ
て
い

る
。　

そ
う
し
た
中
で
、
一
九
八
六
年
九
月
十
日
に
全
米
精
米
業
者
協

会
（
R
M
A
）
が
米
通
商
法
の
三
〇
一
条
に
基
づ
き
、
日
本
の
米

の
輸
入
撤
廃
を
求
め
て
米
通
商
代
表
部
に
提
訴
、
リ
ン
農
務
長
官

ら
は
従
来
の
「
コ
メ
聖
域
論
」
を
修
正
し
、
コ
メ
も
日
米
間
の
通

商
交
渉
の
対
象
に
な
り
う
る
と
の
考
え
を
示
し
た
こ
と
は
、
衝
撃

的
で
あ
る
。
一
説
に
は
こ
の
間
題
の
仕
掛
人
は
、
実
は
日
本
に
い

る
と
い
う
。
こ
の
仮
説
も
あ
な
が
ち
根
拠
な
き
不
当
な
仮
説
と
は

言
い
難
い
事
情
が
存
在
す
る
。

　
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
当
時
マ
ス
コ
ミ
は
R
M
A
の
提
訴
を
政
府
関
係

者
・
学
者
・
評
論
家
等
を
総
動
員
し
て
「
コ
メ
割
高
論
」
、
「
農
民

過
保
謹
論
」
を
い
っ
せ
い
に
、
系
統
的
に
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

圧
本
の
お
家
の
事
情
と
し
て
米
の
輸
入
に
関
し
て
は
、
政
府
・
自

民
党
は
直
接
に
は
切
り
出
し
え
な
い
。
そ
れ
は
自
民
党
の
集
票
機

構
の
最
大
の
岩
盤
を
突
き
崩
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
「
外
圧
」
と
「
米
割
高
論
」
は
、
政
府
・
財
界

に
と
っ
て
椿
好
の
口
実
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
実
際
間
題
と
し
て
対
日
貿
易
赤
字
の
代
償
に
農
産
物
輸
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入
が
な
り
う
る
の
か
ど
う
か
。
．
赤
字
額
五
〇
〇
億
ド
ル
に
対
し
て
、

問
題
の
二
一
品
目
を
総
て
輸
入
し
て
も
三
億
ド
ル
、
ア
メ
リ
カ
の

輸
出
可
能
な
米
二
〇
〇
～
三
〇
〇
万
ト
ン
を
総
て
輸
入
し
て
も
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

億
ド
ル
、
つ
ま
り
二
％
で
し
か
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
農
産
物
輸
入
が
、
現
実
の
貿
易
摩
擦
問
題
の
解
決

に
ほ
と
ん
ど
役
立
た
な
い
と
す
れ
ば
、
政
府
及
び
政
策
当
局
者
の

真
意
は
「
外
圧
」
を
利
用
し
て
農
業
の
本
格
的
切
り
捨
て
に
向
か

う
た
め
の
「
口
実
」
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
農
政
審
議
会
答
申
「
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
農
政
の

基
本
方
向
」
（
昭
和
六
一
年
十
一
月
）
及
び
「
新
前
川
レ
ポ
ー
ト
」

（
六
二
年
四
月
）
の
検
討
に
論
歩
を
進
め
よ
う
。
こ
の
「
二
一
世

紀
農
政
」
は
、
一
九
八
六
年
四
月
の
「
国
際
協
調
の
た
め
の
経
済

構
造
調
整
研
究
会
」
報
告
書
、
い
わ
ゆ
る
前
川
レ
ポ
ー
ト
の
線
で

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
は
日
本
経
済
の
不
況
克
服
の
た

め
に
は
、
円
高
に
対
応
し
て
日
本
の
産
業
構
造
を
外
需
主
導
か
ら

内
需
主
導
型
に
転
換
し
、
国
内
弱
小
部
門
を
切
り
捨
て
る
こ
と
を

主
眼
と
し
て
い
る
。

　
コ
ニ
世
紀
に
向
け
て
の
農
政
の
基
本
方
向
」
は
、
こ
の
路
線

に
沿
う
か
た
ち
で
、
農
業
の
再
編
・
食
管
制
度
の
改
悪
が
企
図
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

　
特
徴
点
の
一
つ
は
、
農
産
物
価
格
制
度
の
形
成
に
関
し
て
で
あ

る
。
価
楕
政
策
の
課
題
と
し
て
、
「
国
際
化
の
進
展
の
中
で
国
民

が
納
得
の
い
く
価
椿
で
食
料
を
安
定
供
給
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
我
が
国
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
り
、
そ
の
成
果
を

価
格
に
的
確
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
切
な

輸
入
政
策
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
三
で
は

「
国
民
の
納
得
の
い
く
価
格
」
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
国
内
産
農

産
物
の
多
く
は
、
こ
の
水
準
に
短
期
間
に
到
達
で
き
る
は
ず
は
な

い
。
そ
こ
で
「
適
切
な
輸
入
政
策
」
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま

た
、
「
需
給
均
衡
を
図
る
た
め
、
各
種
農
産
物
の
特
性
を
踏
ま
え

つ
つ
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
層
の
活
用
を
、
図
る
」
、
と
い
う
。

農
産
物
価
格
を
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
の
価
格
補
助
政
策
を
打
ち
切
る
こ
と
を
意
味
し
、
財
政
支

出
の
削
減
に
寄
与
し
て
も
、
農
業
生
産
に
は
打
撃
を
与
え
る
の
み

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
食
管
制
度
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
恨
間
流
通
の
長
所
が
活
用
さ
れ
て
い
る
自
主
流
通
米
制
度
の
弾

カ
的
運
営
を
通
じ
、
自
主
流
通
米
に
比
重
を
置
い
た
米
流
通
の
実

現
」
。
ま
た
、
「
転
作
に
つ
い
て
生
産
者
自
ら
が
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
…
…
、
今
後
の
食
糧
管
理
制
度
に
お
い
て
も
、
生
産
者
自
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ら
が
需
給
均
衡
回
復
の
た
め
の
努
カ
を
行
い
－
…
、
生
産
予
定
数

量
を
超
え
る
生
産
が
行
わ
れ
た
際
の
生
産
者
団
体
に
よ
る
自
主
的

な
自
主
流
通
米
及
ぴ
超
過
米
の
調
整
・
保
管
・
売
却
を
機
動
的
に

実
施
L
を
す
る
。
要
す
る
に
、
転
作
、
需
給
均
衡
回
復
の
た
め
の

努
カ
、
超
過
米
の
調
整
・
保
管
・
売
却
を
農
民
自
ら
の
手
で
実
行

せ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
政
府
と
生

産
者
、
あ
る
い
は
農
業
団
体
の
共
同
賛
任
が
納
得
と
合
意
の
上
で

遂
行
し
て
い
た
事
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
は
こ
れ
ら
の

事
業
に
は
財
政
も
含
め
援
助
を
打
ち
切
る
、
と
い
う
こ
と
の
宣
言

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
答
申
の
も
つ
意
味
を
一
層
浮
き
彫
り
す
る
た

め
に
「
八
○
年
答
申
」
と
の
差
異
に
つ
い
て
若
干
関
説
し
て
お
こ

う
。
「
八
○
年
答
申
」
で
は
、
少
な
く
と
も
食
糧
自
給
カ
の
維
持
、

強
化
が
食
糧
安
全
保
障
論
の
立
場
か
ら
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
、
い
ま
や
「
国
内
の
安
定
供
給
カ
」
に
転
換
し
て
い
る
。

「
自
給
カ
」
と
「
供
給
カ
」
と
の
違
い
は
、
こ
の
場
合
言
葉
の
も

つ
意
味
の
違
い
以
上
に
大
き
い
。
つ
ま
り
、
実
際
的
に
は
も
と
よ

り
理
念
上
も
食
糧
の
自
給
体
制
と
い
う
旗
は
下
ろ
さ
れ
た
、
と
判

断
で
き
る
。

　
第
二
に
、
「
新
・
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て
。

　
こ
の
報
告
書
第
三
章
「
国
際
的
に
調
和
の
と
れ
た
産
業
構
造
」

の
第
五
項
は
、
「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
農
業
政
策
」
と
題

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
国
際
化
」
の
意
味
に
つ
い
て
梶
井
氏
は
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
、
「
六
〇
年
代
の
日
本
の
”
国
際
化
。

が
パ
ヅ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
庇
護
の
も
と
で
の
国
際
経
済
社

会
入
り
だ
っ
た
の
に
対
し
、
今
日
の
そ
れ
は
、
…
…
バ
ッ
ク
ス
・

ア
メ
リ
カ
ー
ナ
は
崩
壊
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
わ
る
べ
き
中

心
国
が
な
い
と
い
う
状
況
、
し
か
も
・
三
極
時
代
〃
と
い
わ
れ
る

三
極
の
そ
の
一
極
に
か
つ
て
の
”
目
下
の
同
盟
者
。
日
本
が
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

づ
け
ら
れ
て
い
る
状
況
下
で
の
”
国
際
化
。
で
あ
る
」
。
六
〇
年

代
と
今
日
と
の
「
国
際
化
」
の
情
勢
認
識
と
し
て
は
正
し
い
が
、

日
本
が
今
な
お
ア
メ
リ
カ
の
「
目
下
の
同
盟
者
」
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
経
済
大
国
化
し
た
日
本
へ
の
軍
事
的
・
経
済
的

役
割
分
担
が
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
現
状
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
「
国
際
化
に
ふ
さ
わ
し
い
農
業
」
す
な
わ
ち
、
国
内

で
は
経
済
効
率
の
み
を
優
先
し
た
農
業
生
産
と
、
農
産
物
輸
入
拡

大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
「
国
内
農
業
の
生
産
性
向
上
と
あ
わ
せ
て
適
切

な
輸
入
政
策
に
よ
り
、
内
外
価
椿
差
を
縮
小
し
、
国
民
的
理
解
の

得
ら
れ
る
価
格
水
準
で
食
料
の
安
定
供
給
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
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す
べ
き
で
あ
る
L
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
内
外
価
椿
差
の
縮
小
」

が
そ
う
た
や
す
く
実
現
で
き
な
い
こ
と
は
、
だ
れ
よ
り
も
当
の
報

告
者
自
身
が
了
解
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
国
民
の
た

め
の
、
国
民
の
納
得
し
う
る
価
格
で
の
食
料
供
給
と
は
海
外
か
ら

の
安
価
な
農
産
物
輸
入
の
拡
大
に
帰
着
す
る
。
さ
ら
に
、
「
現
行

の
農
産
物
貿
易
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
「
我
が
国
農
業
に
占
め
る

当
該
品
目
の
地
位
に
配
慮
し
つ
つ
、
所
用
の
見
直
し
を
行
い
、
市

場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
に
取
り
組
む
」
こ
と
が
確
言
さ
れ
て
お
り
、

残
存
輸
入
制
限
品
目
（
二
二
品
目
）
の
撤
鹿
は
時
間
の
問
題
に
な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
価
椿
政
策
に
つ
い
て
は
、
農
政
審
答
申
と
同
様
、
農
産
物
価
椿

形
成
の
各
段
階
に
「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
一
層
活
用
し
、
競
争
条

件
の
整
備
を
図
る
べ
き
」
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
と
も

国
内
自
給
を
基
本
と
し
つ
つ
、
価
格
、
品
質
面
等
で
国
民
の
期
待

に
応
え
る
努
カ
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
、
「
食
糧
管
理
の
制
度
運

営
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
し
た
消
費
者
二
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
自

主
流
通
米
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
集
荷
、
販
売
の
各
段
階
に

競
争
条
件
の
導
入
を
図
。
り
、
価
格
形
成
及
ぴ
流
通
の
一
層
の
弾
カ

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
」
、
と
さ
れ
る
。
「
八
○
年
答
申
」
の
い
う
、

農
産
物
価
格
政
策
の
「
所
得
維
持
機
能
」
が
放
棄
さ
れ
、
競
争
条

件
の
導
入
が
完
全
に
実
行
さ
れ
れ
ば
、
大
半
の
農
家
は
零
落
す
る

だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
「
八
六
年
答
申
」
・
「
新
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
は
、

「
国
際
化
」
の
名
の
も
と
に
農
業
生
産
の
縮
小
・
農
産
物
輸
入
拡

大
の
方
向
を
あ
た
か
も
国
民
が
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

装
い
、
規
定
づ
け
て
い
る
。
高
生
産
性
・
高
効
率
の
農
業
を
確
立

を
目
指
し
た
諸
政
策
は
、
確
実
に
農
業
の
衰
退
を
も
た
ら
す
だ
け

で
あ
る
。
な
に
よ
り
も
最
大
の
経
済
非
効
率
で
あ
る
防
衛
・
軍
事

部
門
を
縮
減
し
、
農
業
を
国
民
経
済
の
基
礎
に
定
礎
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
1
）
　
今
回
の
答
申
に
対
す
る
論
評
に
つ
い
て
は
、
原
燈
平
「
農
業
縮

　
小
を
打
ち
出
し
た
農
政
審
答
申
」
（
『
経
済
』
第
二
七
四
号
、
一
九
八

　
七
年
）
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
2
）
　
最
近
の
情
報
と
し
て
、
次
の
記
事
は
注
目
に
値
す
る
。
「
政
府

　
筋
が
三
十
日
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
、
関
税
貿
易
一
般
協
定
（
ガ
ッ

　
ト
）
の
事
務
局
は
、
米
国
か
ら
の
提
訴
を
受
け
て
審
査
し
て
い
た
果

　
汁
、
ト
マ
ト
加
工
品
な
ど
農
産
物
二
一
品
目
の
輸
入
制
限
措
置
に
対

　
す
る
裁
定
案
を
ジ
ニ
ネ
ー
ブ
の
日
本
代
表
部
を
通
じ
て
日
本
政
府
に

　
同
日
内
示
し
た
」
。
「
裁
定
は
ガ
ッ
ト
第
二
三
条
二
項
に
基
づ
く
も
の

　
で
・
二
一
品
目
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
ガ
ッ
ト
違
反
と
し
、
固
本
に
輸

840
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入
自
由
化
を
勧
告
す
る
極
め
て
厳
し
い
内
容
と
な
り
て
い
る
」
（
一

　
　
九
八
七
年
一
〇
月
一
一
二
日
付
『
朝
目
新
間
』
）
。
目
本
の
輸
入
制
隈
は

　
　
こ
の
二
一
品
目
を
除
け
ぱ
主
な
も
の
と
し
て
は
、
コ
メ
、
牛
肉
、
柑

　
　
橘
類
等
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
代
以
来
の
大
規
模
な
農

　
　
産
物
輸
入
自
由
化
に
踏
み
切
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
（
3
）
　
北
田
芳
治
・
相
田
利
雄
編
『
円
高
不
況
下
の
日
本
産
業
』
（
大

　
　
月
書
店
、
　
一
九
八
七
年
）
、
第
九
章
二
三
五
頁
参
照
。

　
（
4
）
　
原
擦
平
「
農
業
縮
小
を
打
ち
出
し
た
農
政
審
答
申
」
（
『
経
済
』

　
　
第
二
七
四
号
、
一
九
八
七
年
）
、
六
〇
頁
参
照
。

　
（
5
）
　
梶
井
功
「
国
際
化
の
進
展
と
農
業
再
編
の
方
向
」
（
『
農
業
経
済

　
　
研
究
』
第
五
九
巻
第
二
号
、
一
九
八
七
年
）
、
一
〇
一
頁
。

　
　
　
第
五
節
　
結
ぴ
に
か
え
て

　
こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
農
業
と
食
糧

生
産
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
先
進
国
中
に
類
例
を
み
な
い
ほ
ど
の

穀
物
自
給
率
の
低
さ
で
あ
り
、
一
人
当
り
穀
物
生
産
量
で
は
発
展

途
上
国
以
下
的
低
さ
で
あ
る
。
第
二
に
、
自
給
率
の
低
さ
は
農
産

物
輸
入
の
増
大
と
対
を
な
す
が
、
そ
の
大
半
を
ア
メ
リ
カ
一
国
に

依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
・
注
目
す
べ
き
こ

と
は
イ
ギ
リ
ス
な
ど
が
自
給
率
を
高
め
て
い
く
の
に
対
し
て
、
世

界
史
の
流
れ
に
逆
行
し
て
輸
入
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
危
険
な
道

を
歩
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
日
本
の
農
業
政
策
は
ア
メ
リ
カ
追
従
と
、
農
業
縮
小

を
基
調
と
し
、
八
O
年
代
は
と
み
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
食
管
制
度
は
自
主
流
通
米

制
度
の
導
入
と
減
反
政
策
の
実
施
以
来
、
無
し
崩
し
的
に
改
悪
さ

れ
て
い
る
の
■
で
あ
る
。

　
そ
し
て
第
四
に
、
今
回
の
答
申
で
は
貿
易
摩
擦
を
口
実
と
し
て

日
本
の
食
糧
生
産
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
す
る
意
図
が
明
確
に
窺

え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
川
レ
ポ
ー
ト
の
い
う
経
済
構
造
の

調
整
な
る
も
の
は
、
農
業
・
石
炭
等
の
弱
小
部
門
の
切
り
捨
て
に

よ
る
産
葉
構
造
の
調
整
で
あ
り
、
「
国
際
化
」
時
代
へ
の
対
応
と

は
対
米
追
従
路
線
の
別
名
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
農
業
に
活
路
を
拓
く
た
め
に
は
、
貿
易
の
構
造
、
対
米
従

属
の
路
纏
を
根
本
的
に
転
換
し
、
食
管
制
度
を
復
興
し
て
意
欲
あ

る
農
民
を
中
心
に
集
団
的
土
地
利
用
、
農
業
生
産
手
段
の
共
同
使

用
等
の
試
み
を
再
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

政
府
と
農
業
団
体
、
自
治
体
、
生
産
者
の
協
同
と
援
助
が
不
可
決

の
作
業
と
な
る
。
農
業
を
国
民
経
済
の
基
礎
に
定
礎
さ
せ
る
こ
と

は
国
家
的
事
業
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
七
年
十
二
月
十
目
脱
稿
・
一
橋
犬
挙
助
手
）
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